第２学年社会科（地理的分野）学習指導案

１　日時　平成２０年１月３０日（木）５校時

２　場所　第２社会科教室

３　学級　２年１組（男子１９名　女子１６名　計３５名）

４　主題名　世界地図を通してみた日本
５　指導方針
（生徒観）
このクラスは，社会科の学習に意欲的に取り組む生徒が多い。また、地理の授業で行なう地図に色を塗るなどの作業学習においても熱心に取り組む姿勢が見受けられる。

一方、グラフや資料から読み取ったことを自分の言葉で述べることに苦手意識を持っている。

（教材観）
　本時の教材は、これまで地理的分野の中で学習してきたことを総合的にまとめるために作成したものである。生徒達に伝わりやすいように、できるだけ身近な題材を教材にしたつもりである。この教材を通じて、世界や日本の現状は決して他人事ではないことを認識させたい。
（指導観）
指導にあたっては、本時の目標に迫るために様々な資料を提示する中で世界と日本を比較し、日本の現状を資料を通して考えていくような展開で進めていく。また、ICTを活用することで多くの資料をスムーズに提示したり、グラフの読み取りなどでも視覚的に指導していく。そして、多くの資料の中から日本や世界の現状を把握した上で、自分の考えを持てるように進めていく。
６　本時の目標　

自然、人口、資源、産業、文化、結びつきなど様々な特徴を関連づけて、世界の中の日本の特徴を総合的に大観する。

　複数の資料を比較し、まとめる力をつける。

７　使用ソフトなど　ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｿﾌﾄｳｪｱ（ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ社のｻｲﾄより無償ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ）

　ＩＥ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ）

８　準備物　　ﾜｰｸｼｰﾄ　ﾊﾟｿｺﾝ(ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｿﾌﾄｳｪｱがｲﾝｽﾄｰﾙされているもの)

　　　　　　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ　ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ　

９　指導過程

	
	教師の主な指示・活動
	生徒の学習活動
	指導上の留意点

	導

入
	・ﾜｰｸｼｰﾄを配布する
・ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞに資料を提示する

・兵庫県の位置を記入させる
	・ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞに書き込む
	・生徒１人を指名し、ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞのﾍﾟﾝ機能を活用し書き込ませる

	展

開


	
・ｽｸﾘｰﾝに資料を提示し■でかくしている(気候)を問いかけていく
・写真から「地球温暖化」を読み取らせる

・温室効果ｶﾞｽの円ｸﾞﾗﾌを提示し、第一位は何かを問う
・ｸﾞﾗﾌより日本はどのようにｴﾈﾙｷﾞｰ資源を確保しているか問う


・３つの人口ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞから日本のものはどれかを問う

「少子高齢化」の現状を読み取らせる

・世界の人口ｶｳﾝﾀｰにﾘﾝｸし、世界の人口が増加し続けていることを確認させる　→「人口爆発」


・「日本の自給率が低い」ということを確認させる



	・発問に答える
・写真から「地球温暖化」を認識する
・発問に答える　
「二酸化炭素」
・発問に答える　「輸入」

・発問に答える

・前に記録した数字と比較し、人口の増加を確認する

・発問に答える

	・雨温図を読み取る際に、気候区の特徴などをｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞのﾍﾟﾝ機能を使い示していく
（写真）

・全国地球温暖化防止活動推進ｾﾝﾀｰ
より （http://www.jccca.org/)
・重ねた資料をめくっていく紙芝居的な活用を行なう

・人口ピラミッドの特徴を、ペン機能を使い示していく

・人口ｶｳﾝﾀｰのｻｲﾄ

http://www.arkot.com/jinkou/
・資料の中に小さい字があるので、ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞのｷｬﾌﾟﾁｬ機能を使い拡大する


	ま

と

め
	
・４つの分野で印象に残ったことの1つに投票させる

青カード→投票だけ

黄カード→投票、感想
	・前にでて、投票、発表を行なう

	・ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞの図を動かせる機能を活用し、投票にみたてた形ですすめる
・ｽﾏｰﾄﾎﾞｰﾄﾞに生徒が記入したものなどを保存し、終了する

	


食糧について





資源について





気候について











本時のまとめ・感想





人口について





どの問題にしても、普段あまり意識しないことだが、私たちに生活に直結する問題だということを話し、私たちができることはどんなことがあるかを問いかける





AC（公共広告機構）のキャッチコピーを提示し、まとめをおこなう











